天井の 高い、 ガランと した 田舎家の、 大きな 炉の傍 

に、 寂然と して 座 を 占めて いるの が 弁 信 法師で あり 

ま ^9 

時 は 夜であります。 

びょうぶ すす 

弁 信の 坐って いる 後ろに は、 六枚屛 風の 煤けた のが 

あって、 その 左に 角行 燈 があります けれど、 それに は 

火が 入って おりません。 

じざいかぎ かごめが た 

自在鉤に は 籠目 形の 鉄瓶が ずっしりと 重く、 その 下 

で 木の 根が 一 つ、 ほ がら ほ がらと 赤い 炎 を 立てて いる。 



け や きづく 

この 田舎家の 木口と いう ものが 大まかな 櫸 作りで、 

鉋の はいって いない、 手斧の あとの 鮮 かなとこ ろと、 

桁 梁の 雄渾 (？) なと ころと を 見ても、 慶 長より は 古 

ち ゆ うど お 

くな く、 元禄よりも 新しくない、 中通りの 農民 階級の 

家 づくリ である こと はたし かであります。 

さて また、 弁 信の 頭の 上の 高い 天井 は、 炉の煙 を 

はふ すのこ 

破風まで 通す ために、 丸 竹の 簀子 になって いて、 それ 

が 年代 を 経てい るから、 磨けば 黒光りに 光る いぶし を 

すす じざい だけ 

包んだ 煤が、 つづらの ように 自在 竹の 太いのに からみ 

つ いて 落ちようと している。 

そこで、 弁 信 は、 熊の 皮の 毛皮で も あるよう な 敷物 



き 業です。 

チチ アンの 眼より 見れば、 あらゆる 普通の 人間 は、 

みな 色盲に 過ぎない そうであります。 もし 地上に 特別 

の 人が あって、 普通の 人の 見えない 色 を 見る ことが で 

きるならば、 特別の 人が あって、 特別の 音 を 聞き出さ 

ない という 限りはありません。 

すでに 特別の 色 を 見、 特別の 音 を 聞き 得る 人が あり 

とすれば、 この 普通の 人の 見得る 世界に おいて、 普通 

以上の、 或いは 以外の 世界 を —— つまり 天国と いい、 

地獄と いうよう な 世界 を 見て いる 人がない と は 言えな 

/ まずて す 



いこと に は、 手 持 無沙汰で たまらない はめと なって、 

「ねえ、 弁 信さん、 今までお 前、 何 を 聞いて いたの」 

「尺八 を 聞いて おり ましたよ」 

「へえ、 おいらに はいつ こうそんな もの は 聞え なかつ 

たが、 どこで、 誰が 吹いて いたんだ い」 

「信 濃の 国の、 白骨の 温泉で、 尺八 を 吹いて いるの が、 

いま 私の 耳に 聞え ました」 

「じょ、 じょう だんじ やねえ！」 

ピグミ —が 反つ くり 返つ てし まいました。 

「弁 信さん、 お前、 ここ を どこ だと 思って るんだ い I 

I 信 濃の 国と いうの は、 これから 一 百 里 も 離れて いる 



たち ま がてん 

すと、 はは あ、 あれ は 鈴 慕 だな、 と 忽ちに 合点 を 致す 

ので ございます。 で、 私 も、 これまで 堪能の 方々 から、 

鈴 慕 を 聞かせて いただい たこと は 幾度 かわかり ません、 

聞かせる に は 聞かせて いただきました けれど、 不敏な 

私に は、 どうしても 今まで、 摑む ものが 摑 めない 心 持 

でお りました、 それ を今晚 という 今晩は …… 身にしみ 

じみと 思い 当る y J とが) j ざいました」 

「おどかし ちゃい けない ぜ、 弁 信さん」 

ピグミ —が、 突然に 頓狂な 声で こう 言 いました から 

弁 信が、 ハツと して、 両手で 自分の 胸 をお さえました。 

「な、 なに を 言う のです」 



いったん、 驚かされた 弁 信が、 静かに 懐中へ 手 を 入 

れて、 真 赤に 染 つた 白 布 を 引き出しながら、 

「どうも 折々、 こういう ことがあって 困ります、 いい 

え、 別段に 痛む のなん の というので は ございま せんが 

れ. ， ま 

…… それ はそうと しまして、 今の その 鈴 慕の 曲です な、 

で すぎ も の 

出 過 者の 私 は、 鈴 慕の 曲 を 聞かせて いただく ごとに、 

堪能の 方々 にこれ をお 尋ね を 致して みたので ございま 

す、 いったい 鈴 慕の 曲 は、 どなたの 御作 曲で、 どうい 

う 趣 を 御 表現に なった ので ございま すか、 そのお 方 は、 

その 時代 は —— と 生意気 千万に も、 繰返し 繰返して お 

たずね を 致して みました が、 不幸に して、 どなた も 私 



けて、 歩み 来った ものです。 

そうして、 つい 通しの 橋 上に かかる 時分に なって、 

右しょう か、 左しょう かと、 ちょ つ と 思案に 立ち どま つ 

た 時、 ふと 耳に さわる 物の 音 を 聞きました。 

それが 例の 鈴 慕の 曲な のです —— だが、 この 旅人 は、 

虚空が どうして、 鈴 慕が どうしてと、 聞き わける ほど 

の 耳 を 持 合わせずに、 ただ、 笛が 鳴る、 短 笛 だ —— 意 

とど 

外にして 意外で ない と、 足 を 留めて、 耳 をす ました だ 

けの ものであります。 

この 旅人と いうの は、 まぎれ もな き 宇津木 兵馬で あ 

リ ま ^9 



良 斎が、 

おの— I 

「全く 世に 度し難き は 己れ を 知らざる 者と、 恥 を 知ら 

ざる 者 共 だ」 

こうぜん 

哄然として 笑いました。 

これで も か、 これで も か、 といよ いよす りよって、 

いよいよ その 醜が あがる。 御 本人 は 気がつかないで、 

そばで 見て いる 時に、 気の毒と、 滑稽と が あるの みだ。 

望まれて、 尺八 を 取ろうと もしない 北 原 賢 次 は、 そ 

れ でも 己れ を 知る ゆかし さがあろう という ものである。 

その 時、 外の 戸 を、 ホ トホト とたたい たもの が あり 

ま ^9 



へ、 新たに 入り込み 来る 人、 しかも、 まだ 深く はない 

と 言いながら、 この 雪、 この 夜、 人 を 尋ねる といって 

来た その 人の 正体が、 油断なら ない。 尋ねられる ほど 

の 人が ここにい るか、 もし 目 ざされ ると したら、 われ 

われ こそ とりあえず、 その 最も 注意人物で なければ な 

らぬ。 

そうでなければ、 いわゆる、 狐狸と いうよう なお 

あ いきょ う も の 

愛嬌 者が、 型の 如く 人間 を 笑わせに 来たの か、 とも か 

くも、 相当の 心 持で あけて みる 必要が ある。 ガラリ (戸 

を あけた 音) 

「これ はこれ は、 不時に おたずねして 済み ませぬ」 



ざり ませぬ、 ふと 中 房の 温泉で 同行 を 頼まれました も 

のです から、 よん どころ なく、 一 緒に は 参り ましたが、 

実は どうで もよ い 道連れ だと 存じて おりました ところ、 

離れて みて、 はじめて 自分の 責任 を 感じた ような わけ 

で) ，- ざり ます」 

「はは あ」 

「もしゃ、 この 宿へ、 婦人 を 連れた 二人の さむらい 化 

の 男が、 参った ような 様子 は ございま せんか」 

「左様、 この 数日の 間に は、 左様な 来客 は ございませ 

ん」 

「途中、 これ は 見込 違いと 存じました、 これ は 到底 婦 



外来の 客で ござる が、 その外 来の 客が、 主人 面 をして 

いるよう なて いたらく。 十一月に なれば、 宿の まこと 

の 主人 を はじめ 雇人に 至る まで、 家の 戸 を 釘 づけに し 

て 里へ 下る ところ を、 われわれが 引受けて、 留守居が 

ふ ゆ，， J も 

てらの 冬籠りで) J ざり ます」 

と 答えた から、 兵馬 はなる ほどと 思い、 なおこの 冬 籠 

リ連 も、 必ずしもた だもので はない らしい と 思い まし 

た。 

「何 は ともあれ、 もう、 夜 も ふけ たげ に 思われます、 

さだめて お疲れで ございましよう、 室 はこの 通りた く 

さん 明いて ござる ゆえ、 しかるべ きと ころ をえ り 取り 



病気の 慰安と を 兼ねて、 自分の ために、 この 画帖 を 貸 

与して くれたの だと は 問う まで もな きこと で、 兵馬 は 

粥 を 温める の 手数よりも、 その 心の 慰安が うれしくて、 

うつぶしに 寝返って 画帖に 手 を 触れました。 

それ は 折 本に なって いる 布 装の 書 画帖で、 中に 記さ 

れた ところの もの は、 多分、 この 宿に 逗留の 客人の、 

しょうかん 

消閑 の 筆の す さびでありましょう。 

まず 巻頭に、 万葉仮名が いっぱいに 認められて あ 

るが、 これ は、 ちょっと 読みに くい。 

その 次が、 かなり 癖のある 強い 筆跡で、 

しぼう いま こしょう 

子房 未 虎 嘯 (子房 未だ 虎 嘯せ ざり しとき) 



を さ 

破産 不為 家 (産 を 破り 家 を 為め ず) 

滄海得 壮士 (搶 海に 壮士 を 得) 

しん つい ばくろう しゃ 

椎秦 博浪沙 (秦を 椎す博 浪沙) 

これ は 有名な 詩で あるが、 ただ、 ちょっと 兵馬の 目 

ざ わりにな つたの は、 

いきょう ほとり 

我 来 圯橋上 (我れ 圯 橋の 上 に 来り) 

懐古 欽英風 r 古 へ を 懐 ひて 英風 を欽 ふ) 

へ きりゅう 

唯 見 碧 流水 (唯 だ 見る 碧 流 の 水) 

か つ こうせきこう 

曾 無 黄 石 公 (曾て 黄 石 公な し) 

というと ころの 「碧 流水」 の 三 字です。 

普通 は、 誰も 「ただ 見る 碧水の 流る る を」 とか、 「た 



ました。 

さて その 次に は、 多分 ここの 温泉 風呂の 浴槽の 写生 

かと 思われる が、 かなり 心得の ある 四条 風の 筆法で、 

二 頁大の 一方に、 あちら 向きの 妙齢の 裸体 美人 を 描い 

て (あちら 向き だから、 面 は 美しい か 美しくな いかわ 

からない けれども、 その 姿から 見て、 美人と いっても 

さん 

さしつかえな かろうと 思われる) その 左の 一 面に 賛を 

はだえ 

して、 「こちら 向かん せ、 雪の 膚が 見とう ござんす」 

と いうよう な たわごとが 書いて ある。 

その 次に は、 一人の 武骨な 男が、 得意に なって 三味 

と ■ つがら し 

線 を ひいて いると、 その 前に、 鬼が 唐辛子 を 持ちな が 



もん どり 打った ピグミ —は、 一間ば かり かなたへ 飛 

んで、 そこへ ペタンと かしこま ると、 さも 大仰な 表情 

をして、 両手 をつ いた ものです。 

そんな ものに は 取合わず、 竜 之 助 は 刀 を 拭い はじめ 

うちこ 

ました。 打 粉 を ふって、 例の やわらかな 奉書の 紙で、 

無雑 作に 二度三度 拭うて いるの を、 ピグミ ー は 仔細ら 

しく ながめて、 

「結構な もので， 、- J ざいます な、 お 作 は 何で) ，- ざいます 

か、 郷で すか、 なるほど、 郷 の義弘 でございます か」 

出しゃばり 者め、 問われ もしない に 知った かぶり。 

竜 之 助に 取合われない ものです から ピグミ —は、 少 



せんか、 当らず といえ ども 当り 同然のと ころまで は 参 

リ ません か、 ただし 釣合い はいかが です か、 それとも 

いやす じ 

否 縁で ございま すか」 

ピグミ —は、 えっさつ さ をす るよう な 形 をして、 竜 

之 助の 手 を ゆすって みました が、 やはり 返事がない も 

のです から、 

「まさか 時代 違 い で は) J ざ います ま い 、 こう 見え て も 

新刀と、 古刀ぐ らいの 差別 はわ かります からな —— 五 

うまのすけ 

郎 入道 正宗で なければ、 越 中国 松 倉の 住人 右 馬 介義弘 

と いうと ころ はいかが です」 

しきりに 返答 を 迫る が、 どうしても 手答えがない も 



以上 だと 申します よ。 二十 七 歳で 亡くなって、 天下の 

名刀 を 残した 人です から、 刀 を 打ちに この 世へ 生れて 

来たよう な ものです、 天才です ね、 とてもた まらない 

ものです。 郷の 義弘に は、 妙所が 八 力 所あります が、 

それ を 御存じで すか」 

ピグミ —は、 竜 之 助の、 まともに 向き 直って、 彼 を 

動かす に、 天才の 感激 を 以てしようと しました が、 そ 

の 時、 竜 之 助 は、 

「時代 違いだ よ」 

と 言いました。 

「え ッ I 



ました。 

おもて 、> もリ 

見る と、 正面の 壁の 面 に、 蠑螈を 二 つに 斬って はり 

つけたよ うに、 ピグミ —の 身体が、 胴から 上と、 下と、 

一尺ば かり 間隔 をお いて、 二つに なって、 へばりつい 

てレ ます 

はりついた 当座 は、 ピ クピク として 少しば かり 動き 

ました けれど、 そのまま 寂然と して、 墨汁で 点じた も 

のの ように、 壁に くっついた きりです。 

ちょうど、 その 時分、 長い 廊下で 人の 足音が したよ 

うです から、 竜 之 助 は その 足音に 耳 を 傾けました。 

廊下の 足音 は 非常に 緩慢な もので、 且つ 忍び足に 違 



ら風 ものさびしく 地上 を 送られ 行く 人間が、 天上の 音 

楽 を 聞いて、 これに 合わせん とする あこがれが、 すな 

わち 「鈴 慕」 の 音色で はない か。 

あ，. こ 

心 は 高く 霊界 を 慕え ども、 足 は 地上 を 離る る こと 能 

わざる その あこがれ。 耳に 虚空の 妙 音の 天上に のぼり 

行く を 聞け ども、 身 は 片雲の 風に さそわれて 漂泊に 終 

びょう 

る 人生の 悲哀。 無限の 空間のう ちに、 眇 たるう つせ 

みの 一 身 を 歩ませて、 限りなき 時間の 波路 を、 今日 も、 

ぞうむ いちぜん 

昨日 も、 明日 も、 明後日 も、 歩み 歩みて、 曾 無 一善の 

むせ 

わが 身に かかる 大 能の 情けの 露に 咽ぶ 者で なければ、 

「鈴 慕」 の 曲の 味わい はわ かるまい。 



「誰 だ」 

とがめた 時に、 この 一室が 月光の ような 色に 冴え 

ふすま しゃ 

返って、 隔ての 襖が 紗 のように 透きと おりました。 

その 透きと おる 襖 をと おして 彼方の 室 を 見る と (こ 

まるまげ 

の 時 は 竜 之 助の みが それ を 見る のです) そこに 丸鬍に 

しき 

小紋 を 着た 女房が 一 人、 正面 を 向いて 頻りに 着物 をた 

たんで います。 

尺八 を 机の 上に 置いた 竜 之 助 は、 

「誰 だ、 そこにい るの は」 

重ねて 言葉 を かけて みます と、 

「ホ ホホ ホホ」 



き 

なの を 着て 行く と、 地獄で は 大変に 幅が利きます のよ」 

「 」 

どうも、 そう 言われて みると、 軽蔑と、 冷笑と を以 

てしながら も、 それ を 見ない わけに は ゆきません。 そ 

ァ J でお 浜 は、 

「芝の 山 内の 松原で、 あなたから、 こんな 目に 逢わ さ 

れて しまいました、 ， J の 乳の 下の がず い ぶん 深う、》 J ざ 

いますよ、 地獄へ 来て、 かかりのお 医者 様 も 驚き まし 

た、 こういう 無残な 突き 方 は 無い そうで ございます、 

ですから、 ごらんなさい、 今でも この 通りな おり ませ 

ん、 ひとりでに 血が 流れて 参ります」 



「では ここへ よびましょう か」 

といって お浜 は、 着物 をた たむ 手 を ちょっと 休めて、 

前の 方 を 見込み、 

「このな りじ や、 わたしに は 行けない」 

ま ヽ， 

と、 本意ない 色 を 現わしました。 

この 時、 天井の 一角が、 けたたましい 音 をして 急に 

破れた と 思う と、 そこから ピグミ ー の 足が 一 一本 ブラ 下 

こお ど 

がリ、 早く もお 浜の 前に 飛び下りて 小躍りし、 

「かたき 討が はじま るんで すか、 それで は 僕が 行って 

参りましょう、 僕が 早速 沙汰 をして 参りましょう、 僕 

、、ゝ I 

力 」 



る 態度 を 見て やれば 胸が 透く と、 こんな ふうに 

取った のか も 知れません。 

みずく き 

なるほど、 そこに は、 やさしい 女文字の 水茎の あと 

が、 長々 と 紙の 上に たなびい ている。 こういう 手紙 を 

人に 知らさず 認めて、 胸 を 躍らせながら、 やりとりす 

る， ，- と は S 曰い！ 

しかし、 御 安心く ださい。 この場合、 この 水茎の あ 

と は、 少しも ピグミ —の 好奇、 嫉妬、 呪詛を 満たす ベ 

き 何物で もありませんでした。 

それ はお 雪から、 毎日、 日課の ようにして 弁 信に あ 

てて 書く 手紙です。 



の 娘が 人から 多く 愛せられ、 人 を も 愛する ことの 多い 

この 娘が、 全く 路傍の 人ではなかった こと を、 この 時、 

この 際に 発見し 得たなら、 驚き 喜ぶ に 相違あります ま 

ヽ o 

レ 

ところが、 お雪に は、 それほど 図々 しく はなれな か つ 

たのです。 ほんの のぞき 見に、 うわつら だけ を 知らん 

か お 

面 をして 見て 置く 分に はいいと しても、 それ を 二三 枚 

さかのぼ つ て 見た こと すらが、 いくぶん 良心が 咎めて 

いるのに、 尻 を 据えて、 図々 しく 盗み見 をして やろう 

なん ぞと は、 お雪に はでき ません。 そのままに はして 

置いた が、 なんとなく 心残りがないで はありません。 



その 裏に は、 あの 死神に とりつかれた 浅吉 さんの こと 

を 思う。 締め殺しても 死にそう もなかった ィャ なおば 

さんの こと を 思う。 その 二人の いずれもが、 なんとも 

しにざま 

原因不明な 死 様 をして しまった。 死んだ と は 思われな 

い。 ことに、 あの ィャ なおば さん、 はちきれる ほど 脂 

たっぷりな おばさんが、 もろく も 魂に 引かれ 死んで し 

まった。 あの 神主さん こそ は、 その 二人の 陰気と けが 

れと を、 極力 払いの けようと、 忠告 もしたり、 手き び 

しいお 祓い もした リ したの を、 お雪 はよ く 知っている- 

けがれ は 一気 枯」 である。 陽気が 枯れる ところに 罪 

悪が 宿る、 罪悪の 宿る ところに 死が 見舞う —— と は、 



がま だとうげ 

蒲 田 峠の 蒲 田の 温泉と いうの、 それから 上 高地の 温泉 

も、 これ を 山の 裾 越しに 北へ 行く と、 あんまり 遠くな 

いところ にあります。 どうです、 ひとつ その上 高地の 

温泉へ 御 案内 をし ましょう か。 な あに、 まだ 雪 も そん 

ふ ゆ，， J も 

なに 深く はなし、 ここへ 冬籠り をす るより は、 また 奥 

深くて いっそう 面白いで すよ。 帰りた けり や、 いつで 

も 帰れます よ。 雪が 深け り や 深いよう に、 歩き 方 も あ 

るに やあります、 だが、 山 は 慣れない うち は、 もう 全 

く 案内 者の いう 通リ にならない と あぶのう ござんす よ 

血気に まかせて はなり ません。 ひとつ 乗鞍ケ 岳へ 案内 

をして、 朝日 権現の 御来光の 有難い ところ を 拝ませて 



せて いる 二人。 その 事と はまた 別に、 話題が 女の こと 

になる の は、 あれより は 近く、 ここへ 来る 途中で か、 

或いは モット 近く、 問題に なるべき 女の 印象が 現われ 

たものと 見なければ ならぬ。 

「この 宿の 娘と は 見えない、 女中で はなお さらない I 

I だから、 ここに 逗留す る 客の 一人と 見なければ な 

るまい。 珍しく、 こんな 奥山に 冬籠り をす るら しい 客 

がかな リ多 いよう だが、 そのな かで 女と いって は あれ 

一 人らしい」 

「左様、 女 一 人と すれば 連れが あるだろう、 兄貴と か、 

夫と か、 なんとか いう ものと 一緒に 来て いなけれ ばな 



「第一 愛想が いいね、 人 を そらさない ところが あるが、 

それと いって、 それ 者の する ヮザ とさがない、 天然に 

備わ つ ている チヤ— ム というものがある」 

丸 山 勇 仙 は、 多少 語学の 素養が あるから、 それで 

チヤ— ム というよ うな 言葉 を つかって みるので しょう。 

仏 頂寺弥 助に はわから ない。 わからな いなりで 反問 も 

しない。 

「どうもい かんな、 女 はくろう とに 限る よ、 いかに ほ 

しろ 1 つと 

れて みたところで 素人で は、 うつか リ 冗談 もい えない。 

第一、 今の が 宿の 娘で あると か、 女中と かいう ことで 

あれば、 お 愛嬌に、 お 酌の 一 つもして もらう ことに 遠 



女の 姿 を 見失って しまったの だ、 上への ぼった か 下へ 

さがった か、 どこ を どうした か、 女の 行方が かいもく 

ちまなこ 

知れ なくなった。 血眼に なって、 大の男 二人が 騒ぎ 廻 

るの が 笑止千万、 実は まかれた の だ、 とうから き やつ 

にす つかり 鼻毛 を 読まれて いたの だ。 地団駄 ふんでも 

追つつ かない、 女と 侮った —— あちらが 役者が 一 枚 上 

だ。 そのまま すごすご 引返して ここへ 来る 器量の 悪さ 

実 以て 面目 次第 も ござらぬ」 

だが、 この 話 だって、 ど うだかわかった もので はな 
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果して、 まかれて、 器量 悪く 戻って 来た もの か、 或 



さい、 神 を 楽しむ、 或いは 神 を 楽しませ 申す という 立 

派な 字面です、 従って、 神 楽師と いえば、 神前に 奉仕 

する^ 虔な 職務と いう ことになら ねばならな いのです 

が、 どうもそう 響か なくなって いるの は 習慣です ね。 

たとえば、 道楽者と いったよ うな もので、 道楽と いう 

字面から いえば、 道 を 楽しむ のです から、 孔孟 や 老荘 

の 亜流で なければ ならない のに、 普通、 道楽者と いつ 

てし まえば、 箸に も、 棒に も、 かからない やくざ 者と 

みなされち まいます からね。 文字の 威力よりも、 習慣 

の 惰性が 怖ろ しいと いう ことになります」 

村 田が、 一 応 こんな 弁解 を 試みた こと だけで も、 す 



の 月見 寺 で ) J ざい ま す —— と いわないで、 谷 村と 言 つ 

たのが 幸いでした。 最初から 多少の 用心 をして、 わざ 

と 上野 原 や、 月見 寺 を、 表に 出さない ことに 申し 合わ 

せて いたので すが、 久 助の 本来の 生れ 所が、 その 谷 村 

なんです から、 不自然はありません。 

「旦那 様 は、 どちらから おいでに なりました」 

今度 は久 助から、 極めて 自然に、 またて いねいに、 

きた 

兵馬の 来る ところ を 儀礼的に たずねて みた ものです。 

「拙者 は、 もとは 江戸です が、 諸国 を 歩いて、 昨日 松 

本から、 これへ やって来ました」 

「左様で ございま すか」 



鎧 小屋の 神主 様が ね、 お雪 ちゃんに おことづけ なんだ、 

どうも、 あの 子の 半面に は 陽気が うせて、 そのい わ ゆ 

る 『けがれ』 という ものが 出て 来たから、 気をつけな 

くち やい けない、 前に も ある こと だから、 心配 だよ I 

I 神主さん が、 お雪 ちゃんの 見えない の を、 あぶない 

ことのよ うに 言って いたから、 お雪 ちゃんに、 よく そ 

う 言つ て 下さい」 

「はい 承知し ました」 

「全く、 お雪ち やん、 このごろ、 めっきり 暗くな つた 

ひとなか かお 

よう だね、 ちっとも 人中へ 面 を 見せない じ やない か」 

「いいえ、 あれで なかなかお 忙しい のです から、 手が 



われません が …… 」 

「なるほど」 

兵馬が、 またも 考え込んだ 時、 

「さあ、 火が おこりました」 

久 助が 火 を ハサんだ ので、 お雪が まだ 以前のと ころ 

に 立つ ている の を 知りました。 

十三 

お雪ち やん のこ の) J ろの 仕事 は、 社会奉仕と い えば 

一 つの 社会奉仕でしょう。 



るべき はずの、 また 事実 二人ば かりで あると ころの、 

二人の 元気な 会話の 間へ、 ちょいちょい 女の 声が 入り 

ま ^9 

何と 言って いるの だか わからな いが、 一 一人が 無遠慮 

に 高話 をして いる 間へ、 女が 何 か 言って、 ちょいち よ 

い 口 を はさんで は、 甘えて みた リ、 お 酌で もして みた 

り、 そうかと いえば、 軽く からかわれて 笑ったり、 手 

きびしい い たずら をされ て、 き やっき やっとい うて 振 

リ もぎって いるよう な 空気と、 調子が、 お雪の 耳に つ 

いてな りません。 

ひがみみ 

最初のう ち は、 無論、 それ を 自分の 僻 耳とば かリ、 



がない、 この 分で は 後から 立つ といった 自分の 方が、 

先発 をす るよう な ことにな ろうか も 知れぬ。 

どちらで も かまわぬ。 自分と して は、 彼等に 附 きま 

とわれず、 一 人 旅さえ できれば 結句 それで 満足 だが、 

ふゆ ごも 

あとに 残された 彼等と、 それから 従来の 冬籠りの 連中 

そつ 1 つ 

との 間の、 意志と、 感情との 疎通ぶ リを 考えて みると、 

どうも 安ん せられない ものが ある。 

従来の 客に 対して、 どうも 気に食わない、 気に 食わ 

ない と、 仏 頂 寺ら が 口癖の ように 言って いる。 尺八の 

かたき 

音まで も 目の 敵 にして いる 様子 だ。 

この 分で、 双方が、 相当の 期間 居残る 間に は、 感情 



その 覚悟で 兵馬 は、 白骨の； ii 泉 も 今日 限り、 明日 は 

また 行方 定めぬ 旅に 出る の だ、 名残りに、 心 ゆく ばか 

り、 お湯に でもつ かってお こうと、 その 日の 夕方、 湯 

ぶね の 全く 空いて いる 頃 を 見計らい、 ただ 一 人 を 湯の 

中に 没入して、 かなり 長い 時間、 湯の 音 も 一 つ 立てな 

いでいる と、 多分、 それと 知らずに、 戸 を あけて 湯ぶ 

ねへ 近づく ような 人の 気配が ありまし たから、 そのつ 

もりで いると、 気配 はあった が、 人が 見えません。 

すきま 

その 瞬間に 兵馬 は、 隔ての 羽目の 隙間から、 自分 を 

のぞいて いる 者が あるな と 感づきました。 自分の いる 

ことに 遠慮した のか、 しないの か、 とにかく、 ここへ 



羽織って、 せっかく、 飛び込もう とした 湯槽に 心 を 残 

して、 音の しないよ うに、 気取られな いように、 この 

場 を 立ち 出で てし まいました。 

全く、 その 気配が 消えた 時に、 兵馬が 変な 人が あれ 

ば ある もの だ、 共同の 風呂 だから、 誰に 遠慮 も ある ま 

いに、 自分が ここにい る こと を 認めた 上で、 こっそり 

と 立 去って しまった 者が ある、 自分が それほど 怖ろ し 

げに 見える 相手 か 知ら、 自分の 方で こそ 気の 置け る 人 

もあろう に、 先客が 新来の 人に 遠慮 をす る 由 もなかろ 

うに。 

しょ-つし 

さりと は、 妙に ハ 二かん だ 人 だと、 兵馬が 笑止に 思 



なにも、 ここへ 入って 来たと て、 恥 かしがる が もの 

も あり はすまい に、 しおら しい 遠慮 だと、 兵馬 はまた 

かえって、 それ を 微笑みました。 

兵馬の 推察 は、 半分 は 当ってい るが、 あとの 半分 I 

I どんな 心 持で その 娘が 急に 立 去つ たかは、 全く わか 

ろう はずが ありません。 

お雪の この 心づ かいは、 賢明な もので ありました。 

それ は、 自分た ちとして は、 誰に 逢っても、 誰と 話 

をしても、 さらに 後ろめ たいこと は 無い けれども、 自 

分た ちの 連れに は、 人に 知られて いい か、 悪い かわか 

ら ない 人が いる。 当人 も 人に は 逢いたがら ないし、 自 



こわ ふた 

思う から、 怖くて その 蓋が あけられな いような 心 持で 

いる。 

きず 

しかし、 その 人の 魂に は、 あらゆる 創が ついて、 そ 

こから 血が 滲み出て いるの を、 まざまざと 見せられる。 

容易なら ぬ 罪業の 人で ある。 

しきい また 

男と いう もの は、 閾を 跨げば 七 人の 敵が ある もの 

だとい う 話 だが、 この 人の 敵 は、 七 人 や 八 人で は ある 

一 一、 ヽ o 
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それ は どこに、 どういう 敵 を 持って いるの だか わか 

ら ない けれども、 どのみ ち、 誰に も 知られな いうちに、 

あの 満身の 病根に 療養 を 加えさせて 上げたい という、 



「君 は、 それほど 尺八が いやな のかい」 

もくぎょ 

「尺八と、 木魚 だ、 あれ を 聞かされ ると、 ほとんど 生 

きた 空 は 無い」 

「不思議 だね」 

「いやと いったって、 嫌い じ やな いんだね、 虫が 好か 

ない、 というで もない の だね、 そうだ、 怖 いんだ、 む 

しろ 一種の 恐怖 を 感ず るの だ」 

「へえ、 尺八と、 木魚 を 聞いて、 恐怖 を 感ずる という 

人 を はじめて 見た」 

「しかし、 恐怖と いうより ほか は 言いよう がな い の だ、 

+' レぉ ぞうお 

嫌悪 じ やなし、 憎悪 じ やなし、 やっぱり 怖ろ しいんだ、 



慕」 の 一曲 を 冷々 として 吹き 終りました。 

さあ、 こまち やくれ た ピグミ ー、 昔 を 恨み 顔な 女 I 

I 出て 来るなら 今の うちだよ。 

ちみもうりょう 

だが、 今晩は 魑魅魍魎が 出ないで、 あたりまえの 人 

が 来ました。 

「先生」 

軽く 息 をき つて、 障子 を 忍びやかに 開いて 来たの は 

お雪です。 

「御免下さい まし」 

それ は燈 火の ついていない 真暗な 座敷です。 

心得て いるの か、 入って 来たお 雪 は、 あれほど 気の 



した。 

「わたしの この) J ろ 見る 夢 は、 怖 い 夢で は ござ いませ 

ん、 ィャな 夢と いうので も ございません。 それ は 怖い 

夢 も、 ィャな 夢 も、 ずいぶん 見ない ことはありません 

が、 このごろ は、 山の 夢を見る ことが 多 いんで ござい 

ますよ。 高い 山の 夢ば かり 見る ような 癖が ついた のか 

も 知れません …… それと いうの は、 ここで は 皆さんが 

山の 話ば かりな さるから、 それで、 わたしの 夢 もつ い 

つい、 山の ことにな つてし ま うんじ やない かと 思い ま 

す。 けれども 怖い 夢 や、 ィャな 夢を見る より、 山の 夢 

を 見る 方が、 どのくらい 楽しい か 知れません。 それ は 



「あれ、 蝶が …… 」 

とお 雪 は 山吹の ような 金色の 花模様の 中に、 ヒ ラヒラ 

と 舞う 白い 蝶 を 捉えよう として、 浅瀬に 裳 を とられた 

ように 引返し、 

みやま はくちょう 

「深山 白 蝶と いうの が、 あれ かも 知れません」 

信 濃 ギン バイの 黄金の 中に、 深山 白 蝶の 色。 

蝶 を 追うて、 二人 は 静かに 上りに かかる と、 花 をい 

くつ も 摘んで 胸に かかえた お雪が、 行 手の 山 を 指さし 

て、 

いただき 

「白馬の 頂 が 見えました」 

「なるほど I 



お 花畑 も、 焼 野原 も、 一様に、 この 濛々 たる 白雲に 

つ つまれて しまいました。 

ほどなく 雲霧の 晴れた 時、 自分の 立って いると ころ 

—— 多分 それが、 白馬 ケ 岳の 頂上な のでし ようと 思い 

ま ^9 

今 は、 照り かがやい ていた 天上 も、 落日の 時と 覚し 

いろど こんじき 

く、 山と、 空との 間 を 彩る ところの もの は、 金色で あ 

リま^ 9 

その 金色が、 山際から ようやく 天空に 向って ぼかさ 

れて 行く 間に、 大洋に 浮ぶ 島々 のように、 ちぎれち ぎ 

ゆうゆう 

れの 雲が 流れて いたり、 その 雲の 間 を悠々 として、 多 



ぶ さって おります る。 それから、 あの 槍と、 穂 高との 

間に、 煙の 上って いるの がお 見えになります かしら」 

「見 大る、 見大 る」 

「あれが 焼ケ 岳の 煙で ございます、 ほかほかの 山々 は、 

みんな 眠って おります けれど、 あの 焼 ケ岳ー つが 煙 を 

吐いて おります る」 

「なるほど」 

「駒ケ 岳が、 お見えに なりましょう」 

「どれ？」 

「富士山と、 赤 石と、 八ケ 岳と が、 遠く かすんで おり 

まする その Y ,1 ちらに」 



「おかしい な、 よく 見て ごらん、 頂上に 錫杖が 立つ 

ている」 

「え、 錫杖が、 あのお 山の頂 上に？」 

「そうさ、 ただ 一 本の 錫杖が、 絶頂の 岩石の 間に、 突 

き 立てて あるの が、 お前に は 見えない のかな あ」 

「少しも 見えません、 また 見える はず も) J ざいません 

もの」 

「だから、 わしの 眼が 今日は どうかして いるの だろう、 

こっちの 眼で は、 ありあ リと わかる ものが、 お前の 眼 

に 少しも 見えない と は …… だが 確かに 錫杖が 一本、 あ 

の剣ケ 岳の 上に 立って いる。 錫杖が 存 する 上 は、 それ 



を 立てた 人間がなければ なるまい。 人間が それ を 立て 

たと すれば、 古来、 人跡 至らず といわれた 伝説 は噓だ 

…：- J 

しかしながら、 これ は 物 争いに なりませんでした。 

一方が 見える という もの を、 一方が 全く 見えない とい 

うのです から、 議論に なりません。 

「ああ、 お 月 様が 出ました、 新月が …… 何とい う、 い 

じらしい 光でしょう。 です けれども、 また 触れば 切れ 

そうな あの 鋭 さと、 冷た さ。 わたし は、 お 月 様のう ち 

で、 あの 二日 月が いちばん 好きで ございます」 

お雪の 眼 は、 山から 月に うつりました。 



に —— まあ、 ィャ じゃありません か、 大 菩薩 峠まで が 

出て 来ました よ」 

「大 菩薩 峠が …… 」 

「そら ごらんなさい、 相模の 大山から、 ちょ つと、 こつ 

み みねさん くぼ 

ちの 方、 武 蔵の 三ッ峰 山までの 間に、 ちょっと 凹んだ 

ところが 見えましょう、 あれが 大 菩薩 峠の 道でなくて 

1? でしよう I 

「そんなと ころまで、 よくお 前に はわ かるね え」 

「わからなくて どうしましょう、 わたし は、 あの 道 を 

通った， ，- とが ^ ざ います も の 」 

「あの 道 を かい、 大 菩薩 峠の 路を かい」 



昭和 三年 七月 三日 (西暦 千 九 百 二十 八 年) 江戸川 

おお まが リ 

大 曲で 電車の 大 衝突が あった 日の 数 分 前、 同じ 地点 

を 通過した 大 菩薩 峠の 著者 は、 現在、 武州 御岳山 麓の 

道場で この 小説の 筆 を 執って いるが、 その 数 分 時が、 

著者に もたらす 運命の 禍福に 至って は、 著者 自身と い 

えど も 予知す る こと はでき なか つ た。 

われわれ は 筆の 調子で 宇津木 兵馬 を 引 張り 廻す ので 

もなければ、 原稿の 回数 を ひきのばす ために、 無用の 

ぺ ン先を 弄する わけで もない。 

「毫釐 有 差 天地 懸隔」 の 道理が、 可憐なる 大 菩薩 峠の 

作者に、 こう も 筆 を 運ばせる。 
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